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寄贈品 

・双眼実体顕微鏡 ＹＣシリーズ（ＬＥＤ光源）６台 

・生物顕微鏡 ＹＭ－Ｐシリーズ １台 

・デジタル顕微鏡テレビ装置 １台 

・ランプタイプ高輝度プロジェクター（50001ｍ表示形式ＤＬＰ）１台 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

(1) 理科における顕微鏡・プロジェクターの活用 

理科の学習において観察機器等を効果的に活用し、理科の面白さにふれ、

問題解決の力や自然を愛する心情を養い、夢・希望を実現する力を育みたい

と考え、上記の寄贈品を活用し、以下のような内容に取り組んだ。 

＜第５学年児童（２学級３９名）理科＞ 

・「生命のつながり⑴」花粉の観察 

・「生命のつながり⑵」メダカの卵の観察 

＜第６学年児童（２学級４７名） 理科＞  

・「植物の成長と水のかかわり」気孔の観察 など年間２０時間程度 

 第５学年・第６学年ともに、教師用として生物顕微鏡を活用し、デジタル

顕微鏡テレビ装置とプロジェクターにより、児童に感動を伴って理科・自然

の面白さを味わわせた。 

 

 (2) 教科等におけるプロジェクターの活用 

＜第１・２学年児童（各２学級８４名）生活科＞ 

 「添田町のいきものはかせになろう」 

＜第３学年児童（２学級４５名）総合＞「知ろう！地域の安全」 

＜第４学年児童（２学級４３名）総合＞「守ろう！彦山川」 

＜第５学年児童（２学級３９名）総合＞「森の学習」 

＜第６学年児童（２学級４７名）総合＞「森の学習」など年間 100時間程度 

※ 当初予定の星空教室は、新型コロナ感染拡大防止の観点から中止 



申請当初の 

目的達成状況 

添田町の「ふるさとを愛し、夢・希望を実現する」力を育成することを目

指すプロジェクトの一環としての活動での活用を中心として、申請した。 

理科の学習においては、顕微鏡・プロジェクターを活用し、理科の面白さ

にふれ、問題解決の力や自然を愛する心情を養い、夢・希望を実現する力を

育むことができた。 

プロジェクターについては、「ふるさとそえだプロジェクト」の一環とし

ての本校「ふるさと学習」を中心として活用した。地域の自然や文化遺産等

をプロジェクター、スクリーンを活用して、大きく、鮮明に示すことで、よ

り実感を伴った理解へと導くことができた。 

こうした結果を踏まえ、申請当初の目的は達成できたと考える。 

教育的効果につい

て所見等 

 前述の「目的達成状況」でも述べたように、顕微鏡、テレビ装置、プロジ

ェクターの活用により、実感を伴った理解を促すことができた。教育的効果

が大きかったと考える。 

 活用状況の写真等（当日の様子など） 

【第２学年「添田町のいきものはかせになろう」】 

 

 

 

 

 

 

【第４学年「守ろう！彦山川」】 

 

 

 

 

 

 

【第５学年「森の学習」】 

 

 

 

 

 

 

今後の活用見通し・課題 

 今後は、「ふるさと学習」や理科の学習において、顕微鏡・プロジェクターをさらに活用し、問題解決の

力や自然を愛する心情を養い、夢・希望を実現する力を育むことができるようにしたい。 

 


